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1. はじめに

若手技術者が不足し、技術の伝承が難しい時代となっている。長年道路設計に携わってきた

ため、道路詳細設計の留意事項について、若手技術者にもわかりやすく留意事項を整理するこ

ととした。今回は、やむを得ない場合の対応事例を紹介する。 

2. 拡幅の省略

車道の曲線部においては、道路の区分、曲線半径に応じ、1車線につき表 2-1に掲げる値を拡

幅するものとされているが、地形の状況その他の特別の理由により、やむを得ず拡幅を設置で

きない場合もある。 

そのような場合には、車道幅員を普通自動車の幅員（2.50m）に規定の拡幅量を加えた幅員以

下にしないような曲線半径を採用することで、拡幅を設置しないことがある。 

【事例】 

道路規格：3種 5級、車道幅員：4.00mの 1車線道路の場合 

車道幅員（4.00m）-普通自動車幅員（2.50m）=1.50m➡R=21m以上の曲線半径を採用すれば、

拡幅の省略が可能。 

表 2-1 曲線部の片勾配 

曲線半径（m） 

拡幅量（m） 

（1車線当たり） 
普通道路 

小型道路 第 1 種、第 2種 

第 3種第 1級 

第 4種第 1級 

その他の道路 

150 以上 280未満 90以上 160 未満 45以上 55未満 0.25 

100 150 60 90 22  44 0.50 

70 100 45 60 15  22 0.75 

50 70 32 45 1.00 

26 32 1.25 

21 26 1.50 

19 21 1.75 

16 19 2.00 

15 16 2.25 

出典：道路構造令の解説と運用 P346 

3. 片勾配の省略

曲線部には道路の区分及び道路の存する地域の積雪寒冷の度に応じ、道路の設計速度、曲線

半径、地形の状況等を勘案し、片勾配を附するものとなっている。ただし、第 4 種の道路にあ

っては、地形の状況その他の特別の理由により、やむを得ない場合においては、片勾配を附さ

ないことができると記述されている。 

3種の道路で、片勾配を省略したいケースでは、4種の道路における曲線半径と片勾配の特例

値を準用し、片勾配を省略する場合がある。 



【事例】 

道路規格：3種 5級、設計速度：V=20km/hの場合 

4種の道路における曲線半径と片勾配の特例値を準用し、R=25m以上の曲線半径を採用する

ことで、片勾配の省略が可能。 

表 3-1 第 4種の道路における曲線半径と片勾配の特例値 

      標準横断勾配 1.5%の場合 

設計速度 （km/h） 片勾配

（%） 60 50 40 30 20 

150 以上 

170 未満 

115以上 

120未満 

74 以上 

76 未満 

42以上 

43未満 

19以上 

20未満 

2 

170 以上 

220 未満 

120以上 

150未満 

76 以上 

100 未満 

43以上 

55未満 

20以上 

25未満 

1.5 

出典：道路構造令の解説と運用 P343 

4. 緩和区間を設けない場合の拡幅及び片勾配のすりつけ方法 

拡幅及び片勾配のすりつけは、原則として緩和区間の全長で行われるが、緩和区間を設けな

い場合のすりつけ例を以下に示す。 

 

図 4-1 拡幅・片勾配すりつけタイプ① 

 



 

図 4-2 拡幅・片勾配すりつけタイプ② 

 

 

 

図 4-3 拡幅・片勾配すりつけタイプ③ 

 



 

図 4-4 拡幅・片勾配すりつけタイプ④ 

 

 

図 4-5 拡幅・片勾配すりつけタイプ⑤ 

 

 

 

 



5. 交差点接続部の縦断曲線 

交差点の接続部では、2.5%以下の緩勾配を確保する必要がある。カーブ区間に平面交差点を

設けた場合、縦断曲線を設置しないと接続部の片勾配差が大きく、走行性に支障が出る場合が

ある。 

設計速度に合わせた縦断曲線を設置することは、縦断計画に大きく影響を与えることから、

設計速度を低減し、衝撃緩和に必要な縦断曲線を設置することで対応する場合がある。 

【事例】 

主交通の片勾配 I=6% 

従道路の設計速度 V=40km/h 

従道路の設計速度を 20km/h 低減し、設計速度 20km/h の場合の衝撃緩和に必要な縦断曲線

を設置。（交差点付近の設計速度は、原則としてその道路の設計速度と同一とするが、設計速

度を落としても必要な要素を備えることによるメリットが大きい場合には、10～20km/h下回

った設計速度を用いることができる） 

 

 

図 5-1 縦断計画比較図 

 

表 5-1 衝撃緩和に必要な縦断曲線長 

設計速度（km/h） 120 100 80 60 50 40 30 20 

必要縦断曲線長（m） 40.0i 27.8i 17.8i 10.0i 7.0i 4.4i 2.5i 1.1i 

必要縦断曲線半径（m） 4,000 2,780 1,780 1,000 700 440 250 110 

ｉ=｜I1-I2｜（%） 

出典：道路構造令の解説と運用 P455 

6. 終わりに 

設計を行っていると、さまざまな問題点に遭遇する。道路を設計するにあたり、「道路構造令

の解説と運用」が基本となるが、上手に理由づけをして設計に活かしていくことが重要である

と考える。今後も道路設計の留意事項についてまとめていこうと考えているが、少しでも若手

技術者の参考になれば幸いである。 
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